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本書は，本書の日本語版の序文で

井上有史先生が述べておられるよう

に，世界中で読まれているてんかん

学の教科書です。近年，国際抗てん

かん連盟（ILAE）の新しいてんか

ん症候群分類の提案があり，本書は

それに基づいて第５版として刊行さ

れたもので，各てんかん症候群につ

いて詳細な記載がなされており，て

んかん学の基本となる本です。本書

の日本語版の刊行に当たった井上有

史先生をはじめ，静岡てんかんセン

ターの先生方に感謝いたします。本

書の特色は，何と言ってもDVDが

添付されており，動画でてんかん発

作を見ることができることです。こ

の動画をご提供いただいた当事者や

ご家族の方々に心から感謝したいと

思います。

今ほどてんかんに関する教育の意

義が高まっている時期はこれまでに

なかったと思われます。てんかんの

有病率は約１％と言われ，これはわ

が国に，約100万人のてんかん患者

がおられることになります。日本て

んかん学会の会員は現在2,000人余

りで，このうちてんかん専門医は

400人余りであり，当然ながらてん

かん患者の診療には，てんかん専門

医以外の多くの医師が関わっていま

す。

残念ながらてんかんという疾患に

関する誤解や偏見は，一般の方々の

中に，まだまだ多くみられるのが現

状です。てんかん専門医は，てんか

ん診療に関与している一般の医師や

看護師などの医療職者だけでなく，

一般の方々に，てんかんに関する正

確な情報を提供していく責務を負っ

ていると考えています。てんかん専

門医の方々はもちろん，てんかんを

学ぶ若手の先生方には，ぜひこの本

を現場に活用していただきたいと思

います。

また私たちの調査では，てんかん

患者の生活の援助に当たる立場にお

られる，学校教員や施設職員などの

援助職においても，「てんかんのこ

とがよくわからない」，「発作の時ど

うしたらいいかわからない」，「発作

対応のマニュアルが欲しい」などの

意見があり，てんかんに関する正し

い情報の提供を熱望されています。

この本が活用され，てんかん診療

やてんかん患者への支援を高めるこ

とにつながることを期待していま

す。
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